
2024年 2月 10日 

 

横浜駅における運転士の操作ミスについて（お詫び） 

 

相模鉄道株式会社 

 

相模鉄道㈱（本社・横浜市西区、社長・千原 広司）では、2024年 2月 10日（土）、横浜駅 10

時 39分出発の快速列車〔横浜駅発海老名駅行き。以下、当該列車〕において、運転士の操作ミ

スにより、出発直後に乗降扉が開き、約 2m走行して停止いたしました。 

ご利用のお客さまには、大変ご迷惑をおかけいたしましたこと、心よりお詫び申し上げます。 

詳細は下記のとおりです。 

記 

1．発生日時 

2024年 2月 10日（土） 10時 39分 02秒から 4秒間 

2．発生場所 

相鉄本線 横浜駅（横浜市西区南幸 1-5-1）2番線 

3．状況 

(1) 10 時 38 分 45 秒、当該列車の担当車掌は安全を確認し、乗降扉の閉扉操作を行い、連動

してホームドアが自動的に閉扉しました。 

(2) 列車の乗降扉およびホームドアの閉扉後、車掌は安全を確認し、出発に支障が無ければ運

転士に対し、車内ブザーにて運転士へ出発合図を実施します。しかし、ホームドアに寄り

掛かり離れないお客さまを確認したため、担当車掌はお客さまがホームドアから離れるま

で、出発合図を見送り安全確認を行っておりました。 

(3) ホームドアに寄り掛かり離れないお客さまの状況が変わらないため、10 時 39 分 02 秒に

担当車掌は乗降扉の再開扉操作を行いました。ほぼ同時刻に、担当運転士は車掌からの出

発合図が来たものと思い込み、列車を出発させてしまいました。 

(4) 出発後に列車の乗降扉が開き、運転士は乗降扉が開扉状態であることを知らせる表示灯を

確認したため、直ちに列車を停止させました。このため、横浜駅出発から約 4秒間、約 2m

にわたり乗降扉が開扉した状態で走行する形となりました。なお、乗降扉が開扉した際に

車両とのホームドアの位置がずれていたため、ホームドアは閉扉の状態でした。 

4．影響 

当該列車は横浜駅を 4 分 45 秒遅れて出発しております。なお、お客さまおよび乗務員に、け

がはありませんでした。 

5．原因 

運転士が車掌からの出発合図が来たものと思い込み、列車を出発させたため。 

6．再発防止対策 

全運転士に対し、列車出発時の取扱い方を含めた基本動作の重要性について、指導を徹底して

まいります。 

以上 


